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「
冬
は
寒
く
て
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は
暑
い
」
こ
れ
が
今
ま

で
の
日
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で
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で
し
た
。
四
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あ
っ

て
旬
が
あ
っ
て
「
こ
の
時
期
は
、
こ
れ
が
お

い
し
い
よ
ね
〜
」
な
ど
『
季
節
』
を
胃
で
も

感
じ
た
も
の
で
し
た
。

Q
し
か
し
、
最
近
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で
も
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で
も
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ラ
ッ
と
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ぎ
て
い

る
よ
う
で
す
。
２
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に
は
、
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桜
の
開
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を

テ
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で
見
ま
し
た
。
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ね
、
地
球
。
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２
月
も
、
各
地
で
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
鹿
灯
籠
浪
漫
・
百

華
百
彩
で
は
、
毎
回
、
３
千
個
以
上
の
ろ
う

そ
く
の
灯
り
を
、
一
つ
一
つ
ス
タ
ッ
フ
の
手

作
業
に
よ
り
灯
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
清

掃
や
駐
車
場
の
誘
導
な
ど
、
陰
の
努
力
に
支

え
ら
れ
、
多
く
の
お
客
様
が
灯
り
に
癒
さ
れ

感
動
さ
れ
て
、
毎
年
お
越
し
に
な
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

S

菊
鹿
の
駅
伝
で
は
、
ま
さ
に
老
若
男
女
、

住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
選
手
と
し
て
走
る
か
、

沿
道
で
応
援
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
地
域
の

一
体
感
と
い
う
の
を
強
く
感
じ
驚
き
ま
し
た
。

山
鹿
は
元
気
で
す
！

（
和)

人口　　59,250（－41）
男　　27,969（－41）
女　　31,281（±０）
世帯数　20,869（－７）
１月末現在（前月末比）

鞠智城跡の整備事業は、平成５年策定の『熊本県総合計

画』に「鞠智城跡の調査と整備を行う」と位置付けられ、

平成６年度の用地購入から開始されました。55haの城域の

内、43.5haを４年間で公有化する大きな計画となりました

が、県農政部の理解のもと、政策開田を実施できましたこ

とが、地権者からの承諾を得られる鍵となりました。それ

まで、町道から一段高い上原地区は、畑地でした。これを

水田化して代替地としたのです。

当時、鞠智城跡の調査を担当した大田君は、「この計画

を農政部へ働きかけた古閑先生、これを実行した農政部の

繋がりがなかったら、今の鞠智城の姿はなかった」と振り

返ります。

平成７年度には、財団法人日本宝くじ協会の普及宣伝事

業で、防人群像が建立されました。制作にあたっては関係

者と韓国まで出かけて資料を集めました。落成時には、こ

れまで発見された遺構をもって地域の活性化を計る意味

で、温故創生之碑と命名させて頂きました。

これを契機に、理解ある福島知事の決断（単県事業）に

より、八角形鼓楼・米倉・兵舎の復元建物が建設されまし

た。そして平成11年度の「くまもと未来国体」では、天

皇・皇后両陛下が帰路の途中で，鞠智城跡に行幸されまし

た。城内には、三千人の人々が参集して、お出迎えしまし

た。時の県議会議長の島津勇典氏からは「御休憩された熊

本空港で、大和政権と深い繋がりを持つ鞠智城の説明を行

いました」との報告を受けて、胸を熱くしました。

平成12年度から14年度には、林野庁の地域材利用の木材

公共施設整備事業で、温故創生館・武器庫・長者山展望広

場休憩場・研修棟・長者山木桟橋・灰塚展望所を建設でき

ました。中でも、温故創生館の建設は、まさに綱渡りでし

た。その年度の事業枠に、若干の余裕があるとの情報を得

ましたので、計画書の提出期限までに、一週間しかありま

せんでしたが、急遽、取り組みました。

今に思えば，これを実現できたことが、今日の鞠智城の

二番目の礎になりました。

平成11年度から16年度までは、政府の緊急雇用対策事業

を導入して、荒山だった土塁線の環境整備がなされました。

熊本県出身の松尾社長の御高配で、九州電力からは、歴史

的環境保全のために、上原地区の縁に並んでいた電柱を移

設して頂きました。菊鹿町も、用地購入や町道の改良工事

に協力されました。

整備事業は、今年度で12年を経過しました。鞠智城には、

これまでに百万人もの方々が見学に訪れましたが今回は、

その歳月の中で繰り広げられたドラマの一端をお話しまし

た。「鞠智城は、一日にして成らず」です。

鞠
きく

智
ち

城
じょう

跡整備事業の歩み

米倉と八角形鼓楼

3/１ March
題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

浦
田
　
亜
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紗
さ
ん

（
岩
野
小
６
年
）
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＊職員給与と定員管理
＊まちの話題
＊案内板

2007「冬の九州灯りの祭典」山鹿灯籠浪漫
やまがとうろうろまん

・百華百彩
ひゃくかひゃくさい

今年で５回目を迎え、山鹿の冬の風物詩となった灯りのファンタジー。特産品であ
る和紙や和傘、竹を使い、幻想的で華やかな灯りが町中を彩り、１月26日から２月24
日の期間中、県内外から訪れた多くの観光客の心を和ませました。
(５ページに関連記事）

崇城大学芸術学部制作『山鹿彩夢舞台
やまがのいろどりゆめぶたい

』 八千代座
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職員給与と定員管理職員給与と定員管理

市職員の給与は、国・地方公共団体の職員、民間
企業の従業者の給与などを考慮して、市議会での審
議を経て決定しています。
なお、さらに詳しい内容は市のホームページに掲
載しています。

…職員課　 1４３‐１１１３問合せ

住民基本台帳
人口（年度末）
(H17・3・31)
59,459人

歳出額
（Ａ）

千円
27,100,162

実質収支

千円
1,023,554

人件費
（Ｂ）
千円

6,015,171

人件費率
（Ｂ／Ａ）

22.2％

a人件費の状況（普通会計決算）

s職員給与費の状況（普通会計予算）

f職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況

g職員の初任給の状況

h職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

k職員手当の状況　　

同

同

異

区　分

山鹿市

国

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

給 与 費

一　　般　　行　　政　　職

計（B）
職員数 一人当た

り給与費
（B／A）（A） 給　料 職員手当 期 末

勤勉手当

661人
2,656,323

362,350円335,800円

14.6％

415,677円

328,477円

227,199 1,095,419 3,978,941 6,020

＊職員手当には、退職手当を含みません。
＊給与費は、当初予算に計上された額です。

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊平均給与には、給料、扶養手当などの諸手当が含まれます。

＊退職手当の一人当たり平均支給額は、17年度に退職
した全職種の職員に支給された平均額です。

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務してい
る場合は、採用後の年数をいうものです。

山　鹿　市
43.0歳

40.4歳

区　分

５

区　分

同

同

大学卒

高校卒

一　般
行政職

大学卒

17年度

高校卒
一　般
行政職

山鹿市 国の制度
との異同

国の制度との異同

決定初任給

経験年数10年 経験年数20年経験年数15年

採用２年経
過日給料額

170,200円

256,869円

214,510円 273,933円

309,263円

308,750円

357,575円

138,400円 146,700円

182,200円

期末手当

勤勉手当

（17年度）

退職手当

（17年度）

特殊
勤務
手当

（17年度）

時間外
勤　務
手　当

区　分

（支給割合）
６月期
12月期

計

期末手当
1.4月分
1.6月分

3.0月分

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
21.0月分
33.75月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
27.3月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

勤勉手当
0.725月分　
0.725月分

1.45月分
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

その他の加算措置：定年前早期退職
特例措置

（2％～20％加算）
定年退職時特別昇給：1号給

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

支　　給　　実　　績 101,178千円

代表的な

手当の

名　称

支給額の多い手当 医師研究手当
夜間看護手当
税賦課徴収業務手当　
社会福祉業務手当
感染症防疫作業手当

千円 千円 千円 千円 千円

有

14,361千円１人当たり
平均支給額　

多くの職員に支給され
ている手当

区分

区分

17年度

18年度

平成18年4月1日現在

平成18年4月1日現在

平成18年4月1日現在

dラスパイレス指数の状況（一般行政職）
＊ラスパイレス指数
（国家公務員の給与水　
準を100として比較）

山鹿市 国

10094.9

部　　門

合　計 869 △5

教　育

小　計

124

124

△2

△2

増減数
（対前年比）

職　員　数
主な増減理由

給料月額等 16年度支給割合等

市　長
助　役
収入役

議　会
総　務
税　務
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計

病　院
水　道
下水道
その他
小　計

163
13
16
17
209

874

126

126

159
12
17
16
204

5
133
39
71
21
59
184
32
544

5
127
30
69
21
61
191
32
536

0
△6
△9
△2
0
2
7
0
△8

751,500円
602,640円
538,470円

410,000円
375,000円
353,000円

市　長
助　役
収入役

議　長
副議長
議　員

議　長
副議長
議　員

６月期　1.4月分
12月期　1.6月分
計 3.0月分

加算措置：有

６月期　1.4月分
12月期　1.6月分
計 3.0月分

加算措置：有

給
　
料

一
　
般
　
行
　
政

特
別
行
政

公
営
企
業
等
会
計

報
　
酬

期
　
末
　
手
　
当

＊職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除い
ています。

l特別職の報酬等の状況

17年度 18年度

¡0部門別職員数の状況と主な増減理由

区　　分 内　　　　容　

同

異

同

国の制度
との異同

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者…13,000円
第１扶養…6,000円（配偶者を扶養して
いない場合6,500円、配偶者を欠く場
合11,000円）
第２扶養…6,000円
第３扶養以降…5,000円
加算措置：16歳～22歳までの間にある

子１人につき5,000円の加算

住居の所有者…1,500円
（新築、購入後５年間は2,500円）
借家・借間…27,000円まで

２キロ～5キロ未満…2,000円
５キロ～10キロ未満…4,100円　
10キロ以上…6,500円～24,500円
バス利用…55,000円まで

平成18年4月1日現在

平成18年４月1日現在

平成18年4月1日現在

区　　分 区　　分

381,212円

山鹿総合支所の業
務統合および包括
支援センターの新
設により

山鹿総合支所の業務
統合

病院看護体制の充
実および介護保険
の充実により

4
1
△1
1
5

j一般行政職の級別職員数の状況

＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的
な職名です。
＊山鹿市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
です。

標準的な職務内容 職員数 構　成　比区　分
主　事
主　事
係　長
主　任
主任主事
係　長
主　任
課　長
課長補佐
課　長
部　長

47人
41人

190人

88人

72人

47人
８人

493人

9.5％
8.3％

38.5％

17.8％

14.6％

9.5％
1.6％

100%

１　級
２　級

３　級

４　級

５　級

６　級
７　級

平成18年4月1日現在

¡1平成17年度　福利厚生費
・健康診断事業　　　　6,154千円
・病気予防事業　 864千円
・文化スポーツ事業　　1,106千円

（平成17年度決算）

計

市職員の給与の実態は？　　　　　　　　　　そして、人数や配置状況は？
その実情をお知らせします

市職員の給与　　　と
定員管理　　　の状況
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節分の日に恵方に向かって巻きずしを食べる・・・
多くの方が知っている行事ですが、「巻きずし」といってもそ

のご家庭によっても違うと思います。なかなか自宅で作るとこ
ろも少ないかもしれません。
そこで、昨年より水辺プラザかもとでは、惣菜の出品者で、

アイディア恵方巻を考え、節分の日に販売しています。
この日は、変わり巻きずしも数多く出し、それを試食しなが

ら、３日の販売に向けての試食会がありました。
米パンで十穀米の巻きずしをくるんで焼き上げた「恵方巻米

パン」、馬肉を甘く煮て中に入れた「馬肉甘辛巻」、チキンライ
スを薄焼き卵で巻いた「チキンライス福巻」、オーソドックスな
「我が家自慢巻」。出品者の間では、「もう少し具を入れたほうが
いいごたるね。」など味についての白熱した討論がありました。

今年の恵方は北北西
…恵方巻試食会　1月24日　水辺プラザ「きなっせ」

▲「こんなにもあるのか」と思わせるほどの恵方巻でした

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

26日の文化財防火デーにちなみ、25日消防・避難訓練があ
りました。八千代座職員や山鹿温泉観光協会会員、山鹿小児
童ら約150人が参加。
舞台裏から出火した想定で、職員が手分けして、初期消火

や誘導に当たり、４分以内では全員避難することができまし
た。特に、二階席からの転落や将棋倒しなどの二次災害に供
え、階段付近や各開放口では、職員が安全確保に務めました。
その後、施設敷地内５カ所に備えてある放水銃の点検や、

試射も行われました。参加した山鹿小６年生の城戸月香さん
は「私たちの大切な八千代座を火事などから守って、いつま
でも残して欲しい」と話しました。

左
　
阿
閃
如
来
像

左
か
ら
６
番
目
　
弥
勒
菩
薩
像

貴重な文化財と観客を守れ！
…消防・避難訓練　１月25日　八千代座

▲消防団による放水銃での放水　八千代座を守るぞ！

▲

十
三
仏
が
そ
ろ
い
、
奉
納
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

▲

康平寺本堂横に安置されている『十三仏』の中で、台風
で壊れていた弥勒菩薩

みろくぼさつ

像と阿閃如来
あしゅくにょらい

像の２体が、40年ぶり
に地元の人たちの手により復元されました。
この日は、日頃より寺の管理とガイドをしている霜野老

人クラブ(高木義則会長、28人）や、関係者など50人が参加
し、奉納式と像に魂を入れる開眼供養が行われました。
この十三仏は江戸期のものとみられる土作りで、高さは

50ｾﾝﾁ前後。昭和40年頃の台風で弥勒菩薩は胸から下が、阿
閃如来は首から上が壊れていました。昨年11月、同クラブ
の三宮忠幸さんが、陶芸家五嶋竜山

ごしまりゅうざん

さん(九日町）に制作
を依頼し復元。五嶋さんは、「感無量です。持てる技術のす
べてを投入しました。末永く、かわいがっていただけたら
うれしいです」と話しました。

十三仏　四十年ぶりに再会
…十三仏奉納式・開眼供養　1月24日　鹿央町霜野康平寺

冬の九州灯りの祭典の一環として、今回で５回目を迎え
る『山鹿灯籠浪漫

とうろうろまん

・百華百彩
ひゃくかひゃくさい

』。今年も趣向を凝らしたさ
まざまな灯りが街を照らし、多くの人でにぎわいました。
八千代座周辺には、和傘や竹を使った『灯り』のほか、

２ｍの木枠にチブサン古墳、金灯籠などをモチーフにした
舞台『山鹿彩夢舞台

やまがのいろどりゆめぶたい

』もお目見え。また、今回から城北高
校生が制作した『灯り』も登場し、観光客はほんのりと照
らし出される灯りに足を止め、しきりに写真に納めていま
した。
佐賀県から訪れた女性４人は、「夏の灯籠まつりは有名だ

けど、冬もこのような祭りがあっているとは知りませんで
した。幻想的な灯りに鳥肌が立ちました。温泉も良かった
し、身も心も温まります」と話しました。

幻想的な灯り　身も心もほっかほか
…山鹿灯籠浪漫・百華百彩　１月26日～２月24日

八千代座一帯

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
で
灯
籠
踊
り
を
披
露

す
る
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会
メ
ン
バ
ー

▲

春の訪れを告げるかのような温かい陽ざしの中、恒例の駅
伝大会が、行政区ごとに27チームの参加で開催されました。
開会式では、昨年優勝の島田チームの竹本祥貴

よしき

さんが「タ
スキをつなぎながら、力いっぱい走ります」と選手宣誓。菊
鹿地区をほぼ１周する全10区間、20キロの距離で健脚を競い
ました。
沿道には、子どもからお年寄りまで、多くの人が応援に詰

めかけ、ランナーが目の前を通るたびに、大きな声援をおく
っていました。
【表彰】
成　績（上位３チーム）
１位…７区チーム 2位…島田チーム ３位…下永野チーム
躍進賞 菊鹿五郎丸チーム(昨年24位→14位）
特別賞（おひさしぶりで賞） 日渡チーム　26年ぶり出場　

菊鹿地区全体　熱く燃えた１日！　　
…第33回菊鹿一周駅伝大会　２月４日　菊鹿地区一円

▲「がんばれ！たのむぞ！」の気持ちを１本のタスキに込めて

金
剛
乗
寺
境
内
は
、
崇
城
大
学

の
学
生
に
よ
る
竹
灯
り
が
設
置

さ
れ
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

訪
れ
ま
し
た

▲

「今日は、よか日和ばい！そぎゃん寒ぅなかなぁ」
そんな言葉が飛びかう中、鹿北地区恒例の白熱した駅伝

大会が開催されました。９区間総距離18.1Ｋｍを各地区（21
チーム）の代表者が地区の期待を背負って激走！短距離走
の如くダッシュをかける小学生や日頃の運動不足を引きず
っての成人走者。なかなか見応えのあるものでした。
沿道の応援者も、地区の優勝のため応援合戦に花が咲き

ました。
中間報告で、番狂わせの予定外の地区がトップと聞けば、

周囲で一斉にどよめきと笑いが起こりました。
優勝　幸ヶ丘　　２位　 原　　 ３位　下中
４位　荒平Ａ　　５位　東野　　６位　南松尾

今年はうちの地区が優勝すっばい！
…鹿北地区駅伝　２月11日　鹿北総合支所スタートゴール

▲スタート　体力に自信あり！地区のために頑張るぞ！

5 2007.3.1 広報やまが
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鹿本図書館：2月1日

消
費
者
被
害
注
意
報

国
や
実
在
す
る
法
人
な
ど
を
騙
っ
て
・
・
・

「
国
か
ら
の
依
頼
で
」
や
「
市
役
所
の
方
か
ら
」、

「
役
所
か
ら
の
委
託
で
」
な
ど
と
か
た
り
、
高
額
な
も

の
を
販
売
す
る
目
的
で
点
検
し
、
必
要
な
い
も
の
を
売

り
つ
け
る
商
法
を
、
最
近
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

訪
問
販
売
に
限
ら
ず
、
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
な
ど
で
も

公
共
機
関
を
装
っ
て
料
金
を
架
空
請
求
し
た
り
す
る
ケ

ー
ス
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
例
】

（
訪
問
事
例
）

・
「
業
者
が
取
り
付
け
た
ボ
イ
ラ
ー
で
事
故
が
多
発

し
て
い
る
の
で
、
国
か
ら
の
依
頼
で
今
回
、
点
検

し
て
い
ま
す
。」

・
「
消
防
署
の
方
か
ら
き
ま
し
た
。
ご
家
庭
に
消
化

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。」

・
「
市
か
ら
の
依
頼
で
排
水
管
の
修
繕
、
清
掃
、
消

毒
を
し
て
い
ま
す
。」

（
ハ
ガ
キ
事
例
）

・
独
立
行
政
法
人
　
国
民
生
活
管
理
セ
ン
タ
ー
な
る

も
の
か
ら
の
請
求

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

訪
問
事
例
（
点
検
商
法
）
に
関
し
て
は
、
点
検
を
口

実
に
不
安
を
あ
お
っ
て
、
新
た
な
契
約
を
さ
せ
る
も
の

で
す
の
で
、
安
易
に
業
者
の
訪
問
を
さ
せ
な
い
。

訪
問
を
受
け
た
時
は
、
公
的
な
職
種
の
場
合
は
、
身

元
証
明
を
必
ず
携
帯
し
て
い
る
の
で
、
確
認
を
す
る
こ

と
。仮

に
契
約
を
間
違
っ
て
し
て
も
、
８
日
以
内
に
は
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

作って・触って・話して作って・触って・話して
布の絵本制作教室布の絵本制作教室

新着図書ピックアップ

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

できるかなぁ～　初めてなんです～　
最初はどこから縫うの？
今回、初めて一般の方に向けて「布の絵本制作講座」
を開催しました。参加者は、当初27人の予定でしたが、
あいにくの雪模様で22人参加しての講習会でした。
「うさぎちゃん」「おおきくなぁれ」２種類のキッ

トをつかって、作り始めました。指導は布の絵本制作
ボランティアの「なでしこ文庫」から４名。
初めて作成する参加者ばかりで、隣同士縫い方につ

いて相談しあいながら試行錯誤していました。お互い
の子どもについて情報交換などもあり、コミュニケー
ションの場にもなっていたようです。
布の絵本作成には、まち針を使いません。しつけ糸

をして縫っていきます。ひと手間かかるようですが、
これには訳があります。それは、まち針を使わないの
で製作に使う針は「１本」。たった１本だけなので子
どもを膝に抱いて話しながら製作しても、大人が注意
するのは１本で済むのです。だからしつけ糸で手間を
かけてもその方法を選ぶのです。
縫い方も簡単！２種類の縫い方ができれば完成しま

す。
今回の講習会では、時間が短く完成とまでは生きま

せんでしたが、あとは自宅でのんびりと・・・。一生
懸命に根を詰めて作るよりは、自分のペースでのんび
りと子どもを膝に抱きながら、話しながら・・・そん

な光景を期待しています。
参加者の木村明美さんは「自分の子どもには忙しく

て作ってあげられなかったので、時間ができた今、こ
れを孫にプレゼントするために参加しました。」と話
しました。
ひと針ひと針縫いながら、読み聞かせのお話しを考

えているお母さんもいました。
当日は、託児所も設けられており、お母さん方も気

兼ねなく作成に集中。遊びに飽き、泣き出した小さい
子どもさんは、お母さんのお膝に抱っこされ、本当の
「おひざにだっこ」で縫いました。

▲講師の方に聞きながら心を込めて縫いました

▲

す
べ
て
の
材
料
が
そ
ろ
っ
た

キ
ッ
ト
で
縫
い
ま
す

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

催しスケジュール

鹿本図書館
・おはなし会
日時u３月３日G・10日G・17日G

24日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u３月６日C・13日C・20日C

27日C 午前11時から
山鹿中央公民館図書室
・冬のおはなし会
日時u３月28日D 午後２時30分から

ママと赤ちゃんの絆を深め、コミュニケーション能
力が高まり、健康な体づくりに、心身の発達と能力
開発に、赤ちゃんとママのリラックスにと、いいこ
といっぱいのベビーヨガを、写真でご紹介。

早ね早おき朝ごはん　１ 早ね早おき
はらだゆうこ／絵と文　田村幸子／監修　汐文社

元気のためには十分な睡眠が欠かせない。睡眠不足
が原因で生じる体のトラブルや、早寝早起きができ
るようになるためのコツ、身につけたい朝の習慣な
どを、イラストでわかりやすく解説する本。
※山鹿市職員組合現業評議会より寄贈していただ
きました。

Happy!ベビーヨガ心と体にいいこといっぱい！
桜井優子／著　主婦の友社

2003年６月「教師によるいじめ」と認定される事件
が福岡で起こった。担当児童への自殺強要、凄惨な
暴力行為が報じられた。だが後にこの事実は児童両
親による「でっちあげ」だったことが明らかになる
…。驚愕の冤罪劇！

でっちあげ　福岡「殺人教師」事件の真相
福田ますみ／著　新潮社

今月の休館日

鹿本図書館
u３月５日B・12日B・19日B

21日_・26日B・31日G
山鹿中央公民館図書室
u３月21日_・26日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

消消
ささ
なな
いい
でで

ああ
なな
たた
のの
心心
のの

注注
意意
のの
火火

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間
、
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
て
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

《
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
を
備
え
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
民
の
み
な
さ
ん
が
行
え
る
防
火
対
策
・
放
火
防

止
・
出
火
防
止
な
ど
を
再
確
認
し
て
頂
き
、
安
心
・
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！

私
は
、
か
も
と
乳
児
保
育
園
の
保
護
者
で
す
。

昨
年
長
男
が
卒
園
し
て
、
現
在
５
歳
と
０
歳
の
息

子
を
預
け
て
い
ま
す
。

私
が
驚
い
た
こ
と
は
、
一
番
に
正
座
・
二
番
目

に
お
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
事
で
す
。
畳
か
ら
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
へ
の
時

代
、
正
座
の
習
慣
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
ま

た
、
核
家
族
化
が
進
み
お
仏
壇
が
無
い
家
庭
も
増

え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ち
な

み
に
我
が
家
も
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。
そ
の
よ
う
な

中
で
乳
児
園
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
変
良
い
影
響

を
与
え
て

く
だ
さ

っ
た
と

思
い
ま

す
。他

に

も
、
茶

道
や
ど

ろ
ん
こ

遊
び
、

外
部
指

導
者
を

呼
ん
で

の
体
操
、

親
子
ビ

ク
ス
な
ど
個
性
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

の
園
で
す
。

愛
情
の
大
地
に
し
っ
か
り
根
を
は
り
、
明
る
く

元
気
で
丈
夫
な
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
く
れ
る
事

を
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
は
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
な
か
な
か
保

護
者
の
方
々
と
、
ゆ
っ
く
り
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
し

た
り
す
る
時
間
を
持
ち
に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

園
で
は
、
地
区
や
ク
ラ
ス
懇
談
会
を
開
き
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
参
観
・
夏
祭

り
・
運
動
会
な
ど
で
も
、
特
に
『
つ
る
ま
き
体
操
』

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
生
活

発
表
の
中
で
、
親
か

ら
子
へ
、
子
か
ら
親

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
思
い
）
を
伝
え
あ

っ
た
り
し
な
が
ら
、

親
が
参
加
す
る
機
会

を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
長
児
は
卒

園
記
念
制
作
を
親
子

で
作
り
ま
し
た
。

（
陶
芸
教
室
）

そ
の
後
、
八
幡
小
学
校
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
、

学
校
や
１
年
生
の
様
子
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
就
学

前
の
保
護
者
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
き
、
子
ど

も
た
ち
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
へ
つ
な
い
で
い
け

る
よ
う
、
保
護
者
と
園
と
学
校
を
つ
な
ぐ
懇
談
会
を

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
八
幡
小
の
先
生
が
「
あ

の
子
が
い
る
か
ら
〜
授
業
が
妨
げ
ら
れ
る
」
と
い
う

よ
う
な
排
除
的
な
考
え
で
な
く
、
困
っ
て
い
る
と
き
、

お
互
い
に
「
ど
う
し
た
の
？
」「
最
近
ど
う
？
」
と
声

を
掛
け
合
え
る
、『
支
え
あ
え
る
関
係
が
大
切
』
と
話

さ
れ
た
よ
う
に
、
保
護
者
・
園
・
学
校
の
つ
な
が
り

を
、
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
つ
な
が
る

〜(

親
・
保
育
園
・
小
学
校
・
地
域)

〜

八
幡
保
育
園
1
43
‐
１
１
５
７

▲『わらべうた』でふれあい遊び

▲おうちの人と作ったよ～(親子陶芸教室）

愛
情
の
大
地
に
根
を
は
る

か
も
と
乳
児
保
育
園
1
46
‐
３
４
３
９

保
護
者
　
大
林
奈
穂
美
　

い
よ
い
よ
春
を
迎
え
ま
す
。
花
咲
く
季
節
で
す
。

い
ろ
ん
な
花
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
き
れ
い

な
輝
き
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
毎
日
に

ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

日
々
の
保
育
や
行
事
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体

験
し
た
り
表
現
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ち
ん
行
列
や
花
火
大
会
も
あ
る
お
盆
会
な

ど
の
仏
教
行
事
な
ど
を
通
し
て
、
い
の
ち
を
大
切

に
・
思
い
や
り
の
あ
た
た
か
い
心
・
感
謝
の
心
を
学

ん
だ
り
、
運
動
会
や
鼓
笛
隊
な
ど
を
通
し
て
、
ひ
ろ

い
空
と
明
る
い
太
陽
の
も
と
、
強
く
た
く
ま
し
い
体
、

耐
え
ぬ
く
力
な
ど
を
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な

っ
て
育
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
１
カ
月
。
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
と
、

素
晴
ら
し
い
思

い
出
を
い
っ
ぱ

い
つ
く
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

年
長
組
は
も

う
す
ぐ
卒
園
。

小
さ
な
つ
ぼ
み

が
『
あ
た
た
か

い
光
に
つ
つ
ま

れ
て
』
少
し
ず

つ
自
分
な
り
の

輝
き
の
花
を
咲

か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
、

い
つ
ま
で
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
光
に
つ
つ
ま
れ
て

つ
ぼ
み
保
育
園
1
48
‐
２
１
９
８▲花まつり　ののさまに甘茶をかけてお参りします

今月の主役

「児童館」は、子どもたちが自由に来て（６歳以下は保護
者同伴）遊ぶ場を提供するための施設です。
２人のスタッフ（児童厚生員）が、子どもたちの遊びや

活動を見守り支援します。一度遊びに来てみませんか。
詳しくは下記までお問い合せ下さい。

""児童館児童館””ってって どんなところ？どんなところ？

児童センター
中央児童センター
第一児童館
鹿本児童館

児童館名 場　所

山鹿市藤井
山鹿市山鹿
山鹿市石
山鹿市鹿本町来民

電話番号
46 - 4441
44 - 0057
43 - 1128
46 - 4455

開館時間　月～土　午前９時～午後５時

▲赤ちゃんふれあい交流会をしました。鹿本中学校生徒・鹿本
支援センター利用者のみなさんに参加してもらいました。

わらで『つと』を編んで、籾殻
もみがら

の中でねかせて……
昔ながらの納豆つくりをしました。
「もったいなくて、食べられないかも」と話すお母さん

たち。だけど、教えてもらったのは、納豆つくりだけでは
ありませんでした。
「お母さんたちは、ここば何で三岳て言うか知っとるか

いた？あんなぁ、ここには、西岳・彦岳・ 震
ゆるぎ

岳てあって、
この三つの岳ば合わせて三岳て言うとですバイ！」
…地域に伝わる話も、いろいろ学んで帰った一日でした。
「今度は、こんにゃくつくりがしたいなぁ」と話もはずみ、

その時が楽しみです。

小坂地域の
おじいちゃん・おばあちゃんが先生Z

山鹿子育て支援センター

II nn ff oo rrmmaa tt ii oo nn

子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

ごご利利用用案案内内

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐2107

46‐2635

36‐2150

広　場　名 電話番号

43-1155

子育て講演会「今、子育てに何が大切か」

講師：佐々木　高彰氏　（常法寺住職）

両親や祖父母の役割りとは何かなど、子育ての
ヒントがいっぱい！子育て中のお母さんに限らず、
いろんな方の参加をお待ちしています。

日　時u３月14日D 受付 午前10：00
開始 午前10：30

場　所u菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
多目的ホール

対　象u子育て中の保護者の方、地域の方
参加料u無料
託　児u必要な方はお申し込みください。

（定員30人）
託児申込　３月５日から

午前9：00～午後５：00
主　催u山鹿市子育て支援センター

…鹿本子育て支援センター
1 ４６－２６３５

問合せ
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

ここでハンドボールを取り上げるのは、２回目。
今回は、小学生のみのハンドボールクラブを紹介します。
現在、中富小学校、三玉小学校、千田小学校の小学１年生

から６年生までの18人（男13人女５人）が参加しているクラ
ブです。コーチはもちろんオムロンハンドボール部。プロ直
伝のクラブです。
基礎からひとつひとつ練習し、「まずは楽しみながら」と

の意気込みで、年に３～４試合積極的に参加し、ステップア
ップしていくのが目標だそうです。
「まだまだメジャーなスポーツではないのですが、楽しさ

を知って、（クラブに）どんどん参加してください。」とコーチ。
「オムロンの選手に憧れて始めました。中学校でもハンド

ボール部に入りたいので、今頑張っています。」と三玉小学
校６年生の木庭美咲さんと田中利智さん。
まずは見学から・・・参加お待ちしています。

がんばってます！菊鹿中

山
鹿
小
学
校
５
年
３
組

ク
ラ
ス
一
丸
と
な
る
！

山
鹿
小
学
校
５
年
３
組

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員

二
０
０
六
年
大
晦
日
、
山
鹿
小
学
校

５
年
３
組
の
み
ん
な
で
山
鹿
市
下
町
に

あ
る
光
専
寺
に
集
ま
り
、
除
夜
の
鐘
を

つ
き
ま
し
た
。
住
職
さ
ん
の
講
話
も
聞

き
、
先
祖
の
あ
り
が
た
さ
、
命
の
大
切

さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
鐘
を
つ
く
者
は
、
鐘
の
音
に

驚
き
、
鐘
の
音
が
途
絶
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
急
ぎ
足
で
交
代
し
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
風
習
を
知
り
、
今
後
も

受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
大
宮
神
社
へ
。
二
０
０
七

年
初
の
ク
ラ
ス
行
事
、
初
詣
で
す
。
今

年
は
亥
年
。
ク
ラ
ス
の
大
半
は
干
支

男
・
干
支
女
な
の
で
す
。
祖
父
母
・
父

母
・
子
ど
も
親
子
３
世
代
亥
年
と
い
う

家
族
も
い
ま
す
。

投
稿

今月はハンドボール（小学生）にズーム

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

菊鹿中学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

投
稿

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

in
木
馬
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

菊
鹿
町
に
あ
る
木
馬
館
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
自
然
を
愛
す
る
会
が
、
指
定
管
理

者
と
し
て
山
鹿
市
の
委
託
を
受
け
た
研

修
施
設
で
す
。

12
月
23
日
に
こ
の
木
馬
館
で
ジ
ュ
ニ

ア
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
主
催
の
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
山

鹿
を
は
じ
め
熊
本
市
内
か
ら
120
人
ほ
ど

の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

木
馬
館
の
入
口
に
は
、
竹
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、
静
か
な
山
里

に
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
が
ゆ
れ
ま
し
た
。
第

１
部
は
、
鹿
本
教
会
の
原
口
牧
師
よ
り

「
ク
リ
ス
マ
ス
っ
て
な
ぁ
に
」
と
子
ど

も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。
第
２
部
は
「
今
津
承
喜
さ

ん
と
コ
ー
ル
上
吉
田
」
の
み
な
さ
ん
の

コ
ー
ラ
ス
、
山
鹿
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
Ｏ

Ｇ
「
山
鹿
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」
の

演
奏
。
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
第
３
部
は
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
日
本
を
代
表
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア

メ
ー
カ
ー
「
モ
ン
ベ
ル
」
の
総
師
辰
野

勇
氏
が
横
笛
の
演
奏
を
さ
れ
、
チ
ベ
ッ

ト
高
原
で
の
渡
辺
貞
夫
氏
と
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
裏
話
や
楽
し
い
ト
ー
ク
に
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
全
員

が
手
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
大
合
唱
と
な
り
ま

▲タイムカプセルを埋めた後の２年生全員での集合写真です

▲みんなのBIGスマイルが元気の源です

▲三玉小６年の木庭美咲さん（左）と田中利智さん（右）

し
た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
山
の
中
の
小
さ

な
木
馬
館
で
す
が
、
山
鹿
市
の
財
産
と

し
て
今
後
も
青
少
年
育
成
の
た
め
に
活

用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

行
っ
て
き
ま
し
た
！

親
の
会
　
た
ん
ぽ
ぽ

昨
年
、
11
月
18
日
矢
部
丸
山
ハ
イ
ラ

ン
ド
ふ
れ
あ
い
農
園
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。認

知
症
や
自
閉
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
方
々
の
園
芸
療
法
の

場
と
し
て
、
山
鹿
出
身
の
中
村
勝
子
先

生
が
始
め
ら
れ
た
農
園
で
す
。
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い

で
、
い
つ
も
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
先
生
方
と
一
緒
に
見
学
し
て
き

ま
し
た
。

恵
み
の
雨
で
、
外
の
見
学
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
晴
れ
て
い
た
ら
絶
景

で
あ
ろ
う
山
の
頂
上
に
、
ト
ト
ロ
や
ま

っ
く
ろ
く
ろ
す
け
が
出
そ
う
な
古
民
家

が
あ
り
、
下
界
で
の
こ
と
は
笑
い
飛
ば

し
て
、
悩
む
の
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
そ

う
な
肝
っ
玉
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

帰
り
の
車
の
中
で
は
、「
子
ど
も
た
ち

は
、
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
方
々
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
で
、
き
っ
と
得
る
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」「
親
に
と
っ
て

も
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
得

る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
」「
暖
か
く
な
っ

た
ら
、
イ
チ
ゴ
狩
り
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
摘

み
と
い
っ
た
行
事
に
参
加
し
た
い
」
と

い
っ
た
話
し
が
出
て
い
ま
し
た
。

親
の
会
で
は
、
月
に
一
度
集
ま
っ
て
、

お
互
い
に
悩
み
や
グ
チ
を
聞
い
て
も
ら

っ
た
り
、
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

気
楽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
月
第
３
木
曜
日

午
後
７
時
半
〜

場
所u

鹿
本
教
育
会
館

（
山
小
プ
ー
ル
道
向
か
い
）

…
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

1
090
‐
５
３
８
４
‐
３
５
７
４

問
合
せ能

面
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

野
村
琉
堂
さ
ん

能
面
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ク
ラ
ブ
も
開
講
し
ま
し
た
。

見
学
の
方
も
、
大
歓
迎
で
す
。

場
所u

巳
喜
旅
館
大
駐
車
場
の
奥

1
44
‐
５
１
９
１

1
080
‐
１
７
６
６
‐
５
１
９
１

投
稿

投
稿

そ
れ
ぞ
れ
が
、
今
年
一
年
ど
う
生
き

る
か
改
め
て
心
に
誓
い
、
明
る
い
未
来

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

先日、熊本県教育委員会から「学校版環境Ｉ
ＳＯコンクール」で優秀賞をいただきました。
また、２月４日に行われた「県中学新人バレ

ーボール大会」で男子バレーが優勝し、九州大
会に出場することになりました。
さらに、２月２日白雪舞う中、菊鹿中２年生

85名が立志式を行いました。前日からの冷え込
みと雪で、予定通り鞠智城に行けるか心配しま
したが、徒歩で元気にたどり着きました。出発
の時には、寒さに震えていた生徒たちもすぐに
頬を紅潮させ、今にも駈けだしていきそうな足
取りになっていました。立志の誓いでは、周り
の人への感謝や将来の夢を力強く語ることがで
きました。
その後、生徒が20歳を迎える６年後に取り出

すタイムカプセルを埋めました。今日の立志式
が、夢への大きな一歩目になればいいなと思っ
ています。

▲大晦日　みんなでついた除夜の鐘

▲にぎやかに、楽しく歌いました

菊鹿中は、「生命を守る」「時間を守る」「人
権を守る」を合い言葉に、「みんなが喜んで来
る学校づくり」に努力しています。
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３３月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

日
時u

３
月
28
日
D
・
29
日
E

30
日
F

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
届
出
が

多
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

他
人
に
な
り
す
ま
し
た
虚
偽
の
届
出

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
窓
口
で
の

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
婚
姻

や
養
子
縁
組
な
ど
の
戸
籍
届
出
も
同

じ
）届

出
の
際
は
、
運
転
免
許
証
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

官
公
署
発
行
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
票
コ
ー
ド
記
載
の
住
民

票
の
写
し
は
、
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

に
属
す
る
方
で
、
本
人
確
認
を
行
い
交

付
し
ま
す
。

…
本
庁
市
民
課1

43
‐
１
１
６
９

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
３

住
民
異
動
届
出
時
に
は
本
人

確
認
を
行
い
ま
す

問
合
せ

申
請
先
が
、
今
ま
で
の
県
か
ら
市
に

変
わ
り
ま
す
。

変
更
日u

４
月
１
日
A

対
象
内
容u

q
愛
が
ん
用
鳥
獣
捕
獲
許
可
、
飼
養

登
録
等
に
関
す
る
事
務

w
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
許
可

愛
が
ん
用
鳥
獣
の
種
類u

新
規
の
捕
獲
・
飼
養
登
録
は
、
メ
ジ

ロ
の
み

有
害
鳥
獣
の
種
類u

現
在
の
12
種
類
に
カ
モ
類
（
科
）、

ヒ
ヨ
ド
リ
、
サ
ギ
類
（
科
）、
タ
ヌ

キ
を
加
え
る

…
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

1
43
‐
１
５
５
６

問
合
せ

愛
が
ん
用
鳥
獣
捕
獲
許
可
証
等

の
申
請
先
が
変
わ
り
ま
す

市
が
平
成
19
・
20
年
度
に
行
う
建
設

工
事
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
申
請
書
の
受
付
を
、
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。

受
付
期
間u

４
月
２
日
B
〜
５
月
１
日
C

受
付
場
所u

市
役
所
　
総
務
課

監
理
検
査
室

提
出
書
類u

Ａ
４
版
の
フ
ァ
イ
ル
（
焼
却
で
き
る
も

の
・
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に
商
号
ま
た

は
名
称
を
記
入
）

q
参
加
資
格
審
査
申
請
書

w
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

e
営
業
所
一
覧
表

r
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

t
建
設
業
許
可
証
明
書

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証

y
商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）

ま
た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）

u
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）

i
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

o
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

!0
技
術
職
員
名
簿

!1
営
業
用
機
器
調
書

!2
建
退
共
加
入
証
明
書

!3
労
災
保
険
支
払
証
明
書

!4
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書

!5
委
任
す
る
場
合
委
任
状

※
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ

い
て
は
、
q
〜
e
t
〜
!1
!5
を
提
出
　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す

…
総
務
課
監
理
検
査
室

1
43
‐
１
１
１
８

申
込
・
問
合
せ

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
受
付

社
会
保
険
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

３
月
14
日
D
・
28
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
８
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

相相
　　
談談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

３
月
２
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
９
日
F

e
司
法
相
談u

３
月
16
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

３
月
１
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
８
日
E

e
心
の
悩
み
相
談u

３
月
15
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

３
月
７
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
14
日
D

e
消
費
生
活
相
談u

３
月
28
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

３
月
６
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
13
日
C

e
法
律
相
談u

３
月
20
日
C
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

３
月
５
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
12
日
B

e
警
察
相
談u

３
月
19
日
B
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

対
象u

母
子
、
父
子
世
帯

◎
入
学
祝
い

平
成
19
年
度
小
学
校
入
学
児
童

（
Ｈ
12
年
４
月
２
日
〜

Ｈ
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◎
卒
業
祝
い

平
成
18
年
度
中
学
校
卒
業
生
徒

（
Ｈ
３
年
４
月
２
日
〜

Ｈ
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

内
容u

３
、
０
０
０
円
分
の
図
書
券

申
請u

社
協
各
支
所
に
あ
る
申
請
書
用

紙
に
て
申
込

申
請
期
限u

３
月
16
日
F
ま
で

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
1
43
‐
１
１
３
４

鹿
北
支
所
1
32
‐
２
６
９
６

菊
鹿
支
所
1
48
‐
５
０
６
０

鹿
本
支
所
1
46
‐
２
２
０
６

鹿
央
支
所
1
36
‐
３
８
１
１

母
子
父
子
世
帯
入
学
卒
業
祝
い

問
合
せ

市
営
住
宅
入
居
申
込
に
つ
い
て

入
居
に
あ
た
っ
て
は
、
入
居
申
込
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

入
居
申
込
書
は
、
随
時
受
付
け
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
よ
り
入
居
申
込
書

の
取
扱
い
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
改
め

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入
居
申
込
み
の
有
効
期
限
は
、
毎
年

度
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
申
込
み
年
度
に
入
居
で
き

な
か
っ
た
方
で
、
翌
年
度
も
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
中
に
更
新
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
、
初
回
申
込
み
年
度

の
受
付
け
順
位
を
考
慮
し
た
入
居
の
ご

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

注
意
事
項u

・
住
宅
課
に
事
前
確
認
（
入
居
基
準
が

あ
る
た
め
）

・
申
込
有
効
期
限
＝
毎
年
４
月
１
日
〜

翌
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

・
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
受
付
不
可

・
虚
偽
の
申
込
書
類
に
つ
い
て
は
無
効

…
住
宅
課

1
43
‐
１
５
８
７

問
合
せ
・
申
込

【国保に加入する時】
◎他の市町村からの転入
◎他の健康保険などから脱退
◎生活保護を受けなくなった時
◎子どもの出生時
◎外国籍の方の加入

【国保を脱退する時】
◎他の市町村へ転出
◎他の健康保険などへの加入
◎生活保護を受けはじめた時
◎死亡した時
◎外国籍の人の脱退

※届出が遅れると、さまざまな支
障が出てきますので、異動が多
いこれからの時期、早めに手続
をしましょう。
…国保年金課
1４３‐１５２７

問合せ

＊手続が必要な場合は、以下のことがあげられます。

国保の届出は
必ず1144日日以内に！

平成19年２月４日執行の「山鹿市議会議員鹿北選挙
区補欠選挙」により、平井光臣氏が当選されました。

…選挙管理委員会
1４３‐１５９４

市議会議員鹿北選挙区
補欠選挙結果

★ ★

問合せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉
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日
時u

３
月
10
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

今
年
の
新
酒

を
祝
う
蔵
元
の

ま
つ
り
で
す
。

新
酒
の
振
る

舞
い
や
、
山
鹿

太
鼓
、
山
鹿
灯

籠
踊
り
の
披
露

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

近
所
の
方
を
誘
っ
て
、
ど
う
ぞ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u
３
月
11
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

千
代
の
園
蔵
元
・
豊
前
街
道

※
当
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
米
米
惣
門

ツ
ア
ー
が
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

…
千
代
の
園
酒
造
1

1
43
‐
２
１
６
１

問
合
せ

か
も
と
初
市

恒
例
の
「
か
も
と
初
市
」
が
今
年
も

や
っ
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
植
木

や
花
苗
な
ど
が
商
店
街
に
並
び
ま
す
。

ご
近
所
を
誘
っ
て
、
春
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時u

３
月
３
日
G
・
４
日
A

場
所u

来
民
商
店
街
（
鹿
本
地
区
）

…
山
鹿
市
商
工
会

1
46
‐
２
１
４
１

問
合
せ

「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
　
心
豊
か
に

と
も
に
輝
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時u

３
月
24
日
G

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
半

場
所u

八
千
代
座

料
金u

無
料

内
容u

・
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
概
要
説
明

・
男
女
共
同
参
画
寸
劇

・
基
調
講
演
（
午
後
２
時
〜
）

演
題

「
こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の
い
い
関
係
」

講
師
　
樋
口
恵
子
さ
ん

※
手
話
通
訳
、
託
児
あ
り
（
託
児
は
年

齢
と
人
数
の
事
前
申
込
が
必
要
）

…
企
画
振
興
課1

43
‐
１
１
１
４

5
42
‐
８
２
８
８

問
合
せ

日
時u

３
月
25
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時u

３
月
18
日
A

午
後
零
時
半
　
開
場

午
後
１
時
　
　
開
演

場
所u

鹿
北
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

会
費u

無
料

…
山
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

堀
喜
美
子
1
43
‐
１
３
４
１

問
合
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

募募
　　
集集

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
や
ま
が

「
女
と
男
の
い
い
関
係
」

４
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

職
種u

q
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

w
看
護
師

※
い
ず
れ
も
高
齢
者
の
介
護
予
防
支
援
　

業
務
に
関
す
る
仕
事
で
す
。

募
集
期
間u

３
月
１
日
E
〜
16
日
F

申
込
方
法u

・
履
歴
書
と
資
格
免
許
の
写
し
を
い
き
　

が
い
推
進
課
へ
持
参

…
い
き
が
い
推
進
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）

1
43
‐
０
０
５
２

問
合
せ
・
申
込

埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
・
　

整
理
作
業
員
募
集

職
種
要
件u

q
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員

・
考
古
学
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
ま

た
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
の

経
験
が
あ
る
人

・
年
齢
不
問

w
整
理
作
業
員

・
経
験
、
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
期
間u

３
月
１
日
E
〜
15
日
E

※
履
歴
書
を
提
出

※
面
接
に
よ
り
選
考

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

1
46
‐
５
５
１
２

問
合
せ
・
申
込

山
鹿
市
立
博
物
館
講
座

受
講
生
募
集

【
陶
芸
教
室
・
４
月
か
ら
】

定
員u

20
人
（
午
前
の
部
10
人
）

（
午
後
の
部
10
人
）

受
講
日u

毎
月
第
２
・
４
土
曜

時
間u午

前
の
部
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
〜
３
時
半

受
講
料u

５
、
０
０
０
円

＊
粘
土
・
焼
成
は
実
費

小
道
具
代u

２
、
５
０
０
円

講
師u

伊
豆
永
憲
司
氏

【
竹
細
工
教
室
・
５
月
か
ら
】

定
員u

15
人

受
講
日u

毎
月
第
２
・
４
土
曜

時
間u

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料u

５
、
０
０
０
円

道
具
代u

竹
割
包
丁
が
必
要
な
方

５
、
０
０
０
円(

個
人
負
担)

講
師u

古
閑
保
男
氏

【
古
文
書
自
主
講
座
・
４
月
か
ら
】

会
員
さ
ん
の
自
主
活
動
で
す
。

定
員u

10
人

受
講
日u

毎
月
第
３
土
曜

時
間u

午
前
10
時
〜
正
午

受
講
料u

無
料

※
原
則
と
し
て
山
鹿
市
在
住
・
在
勤

に
限
る

※
材
料
代
な
ど
は
別
途
負
担

※
受
講
の
際
博
物
館
友
の
会
に
入
会

が
必
要
（
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）

…
文
化
課
（
博
物
館
内
）

1
43
‐
１
１
４
５

問
合
せ
・
申
込

日
時u

３
月
10
日
G

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
　
激
励
会

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
　
演
奏
会

場
所u

八
千
代
座

入
場
料u

無
料

※
満
席
の
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

…
自
衛
隊
山
鹿
地
域
事
務
所

1
43
‐
７
４
５
７

問
合
せ

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

陸
上
自
衛
隊
第
西
部
方
面

音
楽
隊
演
奏
会

日
時u

３
月
20
日
C

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

お
彼
岸
絵
節
談
説
教

「
加
典
兄
妹
」

講
師u

佐
々
木
高
彰
師
（
常
法
寺
住
職
）

能
登
節
三
人
衆
節
談
説
教
の
伝
導
師

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

日
時u

３
月
25
日
A午

後
１
時
半
　
開
場

午
後
２
時
　
　
開
演

場
所u

山
鹿
市
民
会
館

入
場
料u

前
売
り
　
400
円

当
日
　
　
500
円

ゲ
ス
トu

山
鹿
中
学
校
合
唱
部

山
鹿
小
学
校
音
楽
部

霧
島
少
年
少
女
合
唱
団

…
教
育
委
員
会
文
化
課

1
43
‐
１
６
９
１

問
合
せ

天
使
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

第
17
回
山
鹿
少
年
少
女

合
唱
団
定
期
演
奏
会

催催
　　
しし

狂
言
教
室
講
座
生
と
講
師
も
参
加
し

て
の
発
表
会
で
す
。
狂
言
６
演
目
披
露

し
ま
す
。

１
年
間
八
千
代
座
で
稽
古
を
重
ね
た

成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
４
日
A午

後
１
時
　
開
場

午
後
２
時
　
開
演

場
所u

八
千
代
座

料
金u

無
料

…
八
千
代
座1

44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

平
成
18
年
度
山
鹿
八
千
代
座

狂
言
教
室
発
表
会

市外在住者向けに広報紙の年間購読の申込を受け付け
ます。親戚や知人で読みたい人がいる場合などにご利
用ください。
年間購読料u2,000円（Ｈ19年４月～Ｈ20年３月まで）
申込方法u広聴広報係までご連絡ください
申込期間u３月末まで（郵便振込）

…秘書課広聴広報係
1４３‐１１１２

広報やまが　市外年間購読★ ★

問合せ

スポーツプラザ跡駐車場の整備が完了し、利用
できるようになりましたので、お知らせします。
整備期間中は、ご協力ありがとうございました。

…都市計画課
1４３‐１５９１

スポーツプラザ跡駐車場に
ついて★ ★

問合せ

駐車場駐車場

山鹿バスセンター

徳永医院

八千代座

国道３号線

国
道　

号
線

325

山鹿ボウル

プラザ 5

新
酒
ま
つ
り

市
非
常
勤
職
員
募
集

場所と日時u
q菊鹿総合支所　３月１日E ９：30～11：30
wJA菊鹿支所　 ３月１日E 13：00～15：30
e鹿央多目的研修センター

３月13日C ９：30～11：30
12：30～16：00

r鹿北町公民館　３月26日B ９：30～11：30
tJA岩野支所　 ３月26日B 12：00～13：00 

14：00～15：00

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

★ 献献血血にご協力ください ★
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k三岳写真クラブ展
期間u３月１日E～30日Fまで
桟敷茶屋「貸ギャラリー」 八千代座前
時間u10：00～17：00
問い合わせ先　1４３‐２５０９（原口カメラ店）

広報やまが　2007.3.1 16

入札結果の報告（１月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9
1/9

1/23

1/23
1/23

山鹿東部工業団地道路整備工事
132－27仁王堂e地区下中谷ため池災害復旧工事
134－27霜野q地区土穴頭首工災害復旧工事
湧尾八ノ峰線舗装その３工事
橋場中ノ丁線道路改良工事
稲田中央線交差点整備工事
青井千田線道路改良工事（その11）
災補道第1736号霊仙線災害復旧工事
災補河第1727号谷口川河川災害復旧工事
災補河第1728号蜻浦川河川災害復旧工事
平成18年度三玉・八幡地区支線４－６号工事
平成18年度合里・山内地区３工区工事
平成18年度椿井地区中継ポンプ施設工事
長坂・持松地区農業用排水路改修工事（単県農業農村
整備事業）
麻生野中央線農道改良工事（ふるさと農道緊急整備事業）
小坂地区農道防災工事（１工区）

山鹿市久原地内
山鹿市鹿央町仁王堂地内
山鹿市鹿央町霜野地内
山鹿市古閑地内
山鹿市南島地内
山鹿市鹿本町津袋地内
山鹿市鹿央町広地内
山鹿市久原地内
山鹿市鹿央町霜野地内
山鹿市鹿央町中浦地内
山鹿市久原地内
山鹿市鹿央町仁王堂地内
山鹿市椿井地内
山鹿市長坂・鹿央町持
松地内
山鹿市麻生野地内
山鹿市小坂地内

2山榮開発
2拓振建設
2とみた工業
花昭建設1

2岩下産業
2藤掛建設
2上村建設
2佐間野土木
2拓振建設
2久保田建設工業
2古田建設
2拓振建設
新明和工業1九州支店

2梶川工業

森工業2

2松山建設

40,089,000
9,376,500
6,982,500
36,225,000
9,219,000
10,773,000
11,550,000
5,964,000
8,211,000
5,617,500
26,565,000
5,166,000
9,030,000

13,912,500

14,385,000
7,696,500

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

３月
開催日 行　事　名 時間 料金

午後
日中

午前

午後

日中
－
午後
日中

午後

午後

午後

無料
有料

関係者

無料

無料
－
無料
無料

無料

有料

有料

４日A

６日C

９日F

10日G

11日A

14日D

18日A

21日_

24日G

25日A

28日D

狂言教室発表会
地域自慢の郷土芸能夢の競演
第２回爆発・衝撃波及び超高速現象
に関する国際シンポジウム
平成18年度山鹿市・植木町
自衛隊入隊予定者合同激励会
くまもと国際こども音楽祭in八千代座
休館日
第18回山鹿中学校吹奏楽部定期演奏会
熊本紅白歌合戦
フォーラムinやまが
「女と男のいい関係」
ハートマイングループチャリティー
イベント歌川二三子歌謡ショー
絵本と癒しのコンサート＆地域づく
りセミナーinやまが

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

４日A

11日A

18日A

21日_

25日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時３
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

保利病院／幸村医院
徳永循環器科内科医院／かもと整形外科医院
東内科小児科医院／大山産婦人科医院
山鹿回生病院／さがわ医院
上塚外科胃腸科医院／小林医院

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k山鹿市美術協会会員絵画作品展
講師　服部秋彦先生
水彩画を中心に静物や風景など前期後期で展示　
前期間u３月１日E～15日E

後期間u３月16日F～31日G

（最終日はそれぞれ15：00まで）

kひな祭りとさげもの展
陶器や古布で作った創作おひな様とさげものなど展示
期間u３月６日Cまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休・第２火曜日）

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た

い
山
鹿
の
案
内
講
座

市
の
優
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産

な
ど
の
郷
土
の
魅
力
を
、
楽
し
く
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間u

３
月
26
日
B
・
27
日
C

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
昼
食
は
各
自
持
参

場
所u

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階

（
講
習
室
）

募
集
人
員u

20
人

申
込
締
切u

３
月
20
日
C

…
7
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

ジ
ュ
ニ
ア

ア
ウ
ト
ド
ア
ク

ラ
ブ
会
員
募
集
！

「
共
育
・
共
生
」
を
基
本
理
念
に
野

外
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

対
象u

５
歳
〜
小
学
生
の
い
る
家
族

活
動
内
容u

登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ヌ
ー
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
雪
山
遊
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
然
体
験
、
菜
園

活
動
な
ど

実
践
日u
毎
月
第
２
土
曜
日

練
習
日
時u

毎
週
火
・
土
曜

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場
所u

市
民
武
道
館
（
山
鹿
中
学
校
横
）

対
象
者u

小
学
生
以
下

…
中
川
陽
介

1
090
‐
８
６
６
４
‐
６
９
５
２

問
合
せ

少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
練
習
生
募
集

城
北
高
等
学
校
は
、
熊
本
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
よ
り
小
中
高
一
貫
指
導
拠

点
校
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校

一
堂
に
会
し
て
の
練
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

対
象
者u山

鹿
市
内
小
学
生
お
よ
び
中
学
生

日
時u

３
月
17
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所u

城
北
高
等
学
校
体
育
館

指
導
者u

・
川
口
　
敦
（
城
北
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
監
督
）

・
熊
本
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
指
導
者

・
補
助
員
　

城
北
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

部
員
14
名

…
城
北
高
等
学
校
　
川
口
敦

1
44
‐
８
１
１
１

問
合
せ
・
申
込

小
中
高
一
貫
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

練
習
教
室
参
加
者
募
集

力
に
自
信
の
あ

る
方
も
な
い
方
も
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
・
募
集
ク
ラ
スu

◎
４
月
14
日
G

午
後

・
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
の
部

（
小
学
４
・
５
・
６
年
　
新
学
年
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
の
部

（
小
学
１
・
２
・
３
年
　
新
学
年
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｃ
の
部

（
幼
稚
園
・
保
育
園
児
）

◎
４
月
15
日
A

午
後

・
一
般
混
合
の
部

会
場u

プ
ラ
ザ
西
口
〜

中
町
・
下
町
商
店
街

参
加
費u

１
チ
ー
ム
（
保
険
料
含
む
）

・
一
般
混
合
の
部
…
３
、
５
０
０
円

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
１
、
５
０
０
円

賞u

賞
金
・
賞
品
・
特
別
賞
な
ど

申
込
期
限u

３
月
27
日
C

※
雨
天
の
場
合
は
代
表
者
に
よ
る
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会…

商
工
会
議
所

1
43
‐
４
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

費
用u

・
年
会
費

１
家
族
　
　
　
５
、
０
０
０
円

子
ど
も
の
み
　
３
、
０
０
０
円

・
体
験
活
動
費

１
回
　
１
、
０
０
０
円
〜

２
、
０
０
０
円
程
度
（
実
費
）

…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

代
表
阿
南
誠
志

Ｊ
Ｏ
Ｃ
事
務
局
1
096
‐
366
‐
９
４
１
１

山
鹿
校
担
当
小
川
　
1
44
‐
０
１
９
６

申
込
・
問
合
せ

◎
国
家
公
務
員
1

一
次
試
験
日u

４
月
29
日
A

受
付
期
間u

４
月
２
日
B
〜
９
日
B

◎
国
税
専
門
官

一
次
試
験
日u

６
月
10
日
A

受
付
期
間u

４
月
２
日
B
〜
13
日
F

◎
労
働
基
準
監
督
官

一
次
試
験
日u

６
月
10
日
A

受
付
期
間u

４
月
２
日
B
〜
13
日
F

◎
国
家
公
務
員
2

一
次
試
験
日u

６
月
17
日
A

受
付
期
間u

４
月
13
日
F
〜
24
日
C

◎
法
務
教
官
（
男
・
女
）

一
次
試
験
日u

６
月
10
日
A

受
付
期
間u

４
月
２
日
B
〜
13
日
F

※
受
験
資
格
、
試
験
種
目
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

…
人
事
院
九
州
事
務
局

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー
１

1
092
‐
431
‐
７
７
３
３

問
合
せ
・
案
内
請
求

Ｈ
19
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
寄
贈
く

だ
さ
い

数
年
前
か
ら
河
川
浄
化
の
啓
発
の
た

め
、
吉
田
川
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
泳

が
せ
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
に
不
要
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
ぜ
ひ
寄
贈

く
だ
さ
い
。

遠
方
で
も
取
り
に
伺
い
ま
す
。

※
心
ば
か
り
の
お
礼
あ
り

…
サ
ン
パ
レ
ス
松
坂

1
43
‐
３
０
８
３

問
合
せ

k原田征之　写真展
期間u３月１日E～30日Fまで

ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

kバラの香りを飲むfrom new york
ニューヨークのアロマセラピスト橋本真理子さんによ

るアロマセラピーの利用法、実用例の紹介、ブレンドテ
ィーなどの展示
期間u３月30日F～４月１日Aまで

ロフト孫平（丸亀醤油２Ｆ）1４４‐３１３１
時間u11：00～16：00

「
山
鹿
温
泉
祭
」

伝
説
力
く
ら
べ
綱
引
き
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
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赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

智祐也
ちゅ う や

さん
（H16.７.１生れ）

中（山鹿）

Qぼくからメッセージ
グランパ、グランマ、い
つもありがとう。これから
もいっぱい遊んでね！

ちゅっくんより

Qパパ＆ママから一言
みんな大好きです。
元気に大きくな～れ！

瀬戸　あかりさん
（H17.８.３生れ）

熊入町（山鹿）

Qわたしから一言
大じいちゃん、大ばあち
ゃん、じいちゃん、ばあち
ゃん、いつまでも元気でひ
なたと遊んでください。

浦上　ひなたさん
（H17.３.21生れ）

石渕（鹿本）

問合せVol.24
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

「ふ～いい湯加減～！ごくらくごくらく♪」
寒い冬はやっぱりお風呂で・・・という方も多いはず。
今回は、お風呂の最適な温度について紹介します。
お風呂の好みの温度は、人それぞれですが、科学的に考
えると冬場は40度、夏場38度が適温とされています。
「いやぁ～わたしゃ～熱いお風呂がすいとる（好き）が
なぁ」という方もいらっしゃると思いますが、42度以上の
温度になると交感神経の働きが活性化され、血圧の上昇を
促します。血圧の高い方や乳幼児には、充分な注意が必要
なんです。
それに、よくご存じだとは思いますが、飲酒してからの
入浴も注意してください。お酒を飲むと身体が温かくなり、
血管拡張作用により血圧が下がります。血圧が下がるとそ
れに伴い、心拍数は上昇します。お風呂にも血圧降下作用
があるので、ダブル作用になるのです。

血圧降下は、脳貧血、心臓への負担など身体には良くあ
りません。脳貧血による転倒などケガにつながりますので、
飲酒後の入浴は避けましょう。
血圧とお風呂の関係については、もう一つ注意がありま

す。それは、『急激な温度差』です。特に、浴室と更衣室
（脱衣所）の温度差が典型的な例です。急激な温度差があ
れば、当然血圧に影響し、心臓の負担が増大します。更衣
室（脱衣所）はあらかじめ暖房で暖め、お風呂のフタは開
けて温度差をなくすようにしましょう。
寒いから「熱めのお風呂で・・・」ということではなく

身体にあった適温でゆったりお風呂を楽しみましょう。
これらに配慮して、ゆ～かむの温泉の温度設定は少しぬ

るめです。脱衣所も暖かくしています。たまには広い温泉
でゆったり過ごしてみてはいかがですか。

お風呂の温度と身体の関係
冬と夏のお風呂の温度
変えていますか？

u個人負担金

定期年齢内であれば、
自己負担はありません

u予防接種に行く前のチェック　

□子どもの体調は良いですか？
□今回受ける予防接種について理解していますか？
□母子健康手帳と問診票(事前に記入しておいて下さい）、
保険証は持ちましたか？
(母子手帳がないと受けられません）

□日頃のお子さんの健康状態を知っている保護者が、
必ず連れて行きましょう

お問い合せ
山　鹿 1４３‐００５０　鹿　北 1３２‐３１１１
菊　鹿 1４８‐３１１１　鹿　本 1４６‐３１１２
鹿　央 1３６‐３１１４

平成19年度ＢＢＣＣＧＧ予予防防接接種種のお知らせ

平成19年４月1日から
ＢＣＧは医療機関で受ける個別接種になります!

麻麻ししんんとと風風ししんんのの予予防防接接種種はお済みですか？

平成18年の４月から麻しんと風しんの予防接種が２回と
なりました。２回目は年長児（平成18年度は平成12年度生
まれ）が対象です。まだ、お済みでない場合は、早めに接
種されることをお勧めします。

※過去に麻しん・風しんのどちらか一方にかかった場合は
かかっていないワクチンのみ接種できます。ただし、過　
去に麻しん・風しん共にかかったことがある方は接種す
る必要はありません。
※年齢対象外になると任意接種となり、料金の補助ができ
ませんのでご注意下さい。
※詳しい接種方法については、お住まいの地域の保健師ま
で相談下さい。

対 象 者

接種方法

接種間隔

生後３～６カ月未満
BCGの生ワクチンを１回接種
次の予防接種は27日以上あける

u実施医療機関名簿

医療機関名 連絡先　　医療機関名　　連絡先

井上小児科医院

上塚外科胃腸科
医院
きくか松岡
クリニック

山鹿
144-5628
山鹿
143-6655

菊鹿
148-2055

坂本医院

東内科小児科
医院

山鹿
144-2763
山鹿
144-3444

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

日時u３月５日B 山鹿・菊鹿
日時 ３月12日B 山鹿・鹿北

３月19日B 山鹿・鹿本
３月26日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」

場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年11月生）
日時u３月20日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年７月生）
日時u３月27日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年７月生）
日時と対象u
３月６日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
３月15日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（15年11月生）
日時と対象u
３月16日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
３月23日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（18年７月・11月生）
日時u３月13日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（15年11月・12月生）
日時u３月22日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u３月５日B…菊鹿、12日B…山鹿・鹿北、
19日B…鹿本、26日B…鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿、菊鹿、鹿本→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター
鹿央→鹿央多目的研修センター

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u３月14日D 13：30～14：30受付、診察14：00から
場所u山鹿健康福祉センター

育児相談

日時u３月１日E
９：00～９：30まで受付

場所u山鹿健康福祉センター
対象u平成18年10月生まれ

離乳食教室
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◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 富田　安則さんQ岡崎麻美子さん

闍橋雄太郎さんQ竹下　　恵さん
八　幡　寺崎　彰剛さんQ江藤　友紀さん
三 岳　林　　秀樹さんQ笠井　裕美さん

手島　寛法さんQ草場　亜希さん
三 玉　津留　直人さんQ野口　百恵さん
大　道 小川　裕士さんQ日吉　尚子さん

芳川 剛さんQ岩木　美穂さん
鹿　北
岩　野 川上　健治さんQ藤村　恵美さん

菊　鹿
内　田 木庭　章裕さんQ岡山　奈央さん

中闢　　真さんQ青木　好美さん
鹿 本
来　民 宮本　辰徳さんQ大野　恵里さん

松山　貴雄さんQ河内安紀奈さん
中　富　福島　 淳さんQ緒方　美紀さん
鹿　央
米野岳 黒田　 翼さんQ田中亜由美さん
山　内　出口　　寿さんQ西田奈津子さん

◆うぶごえ◆
山　鹿
山　鹿 平井　優樹さん　古川　慎恩さん

松岡 響さん　林　　真菜さん
古閑　　穂さん

米　田 立山　恵人さん
川　辺 坂本　優輝さん
三　岳 森本　柊沙さん
三　玉 松尾　瑛舟さん　岩瀬　零士さん

田中　鈴彩さん 水政　　庵さん
大　道 佐藤　輝空さん　石井　杏姫さん

古川　知幸さん 島田　芽衣さん
清田　暖陽さん 中原　悠璃さん
泉 蔵乃助さん　佐藤ゆず葉さん

鹿　北
岳　間　黒田　円加さん
岩　野　築島　永実さん　廣松　春香さん
広　見　梅田　大河さん　古川　羽純さん
菊　鹿
城　北 小柳　和泉さん　
鹿　本
来　民 吉海　　凛さん　白石　悠乃さん
稲　田 芹川　裕也さん
鹿　央
千　田　富田　ひなさん　小田　大雅さん
米野岳 辻闢　陽香さん　

1月

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
熊本県美術家連盟　軽自動車「愛の色紙展号」１台

◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿　甲斐ヤス子さん(78) 朽網トシヱさん(83)
梅田　敏行さん(91) 冨田トヨ子さん(67)
志柿　保子さん(80)
平居登志江さん(52) 平田　　實さん(71)
荒木 惠海さん(90) 亀井　　正さん(82)
村川　敏美さん(56) 江上　義郎さん(83)

米　田　船津　　修さん(55) 長浦　芳三さん(74)
川　辺 坂本ヨシヱさん(94) 原　　弘子さん(67)
八　幡 鹿子木正一さん(74) 寺澤　力夫さん(84)

池田　　司さん(85)    釘宮　昭人さん(70)
三　岳　長谷　武敏さん(86)
三　玉 近藤　久惠さん(86) 立山　好生さん(86)
大　道 坂本　省喜さん(80) 松本マツヨさん(90)

竹本マツ子さん(92) 吉住　圭介さん(73)
濱田　正驪さん(83) 柿本　和孝さん(55)

鹿　北
岳　間　一法師　
岩　野　主計アエコさん(93) 小川アイ子さん(85)

村木　三平さん(87)    
広　見 松永オヨブさん(88) 徳永　クニさん(90) 

稲葉　　保さん(95)
菊　鹿
内　田　飯川　公敏さん(59)
六　郷 古閑チヨコさん(98) 木村キヨコさん(93) 
城　北 木場　信雄さん(86) 池部　鈴記さん(89)

萩尾　壤一さん(71)
鹿　本

来　民 闍森サエカさん(87) 森山アサエさん(86)
川上　宣之さん(65)

稲　田 古荘キクノさん(76) 渡辺　昭代さん(64)
金光　一敏さん(66) 渡邊　喜京さん(81)
有尾　昭喜さん(77)

中　富 大和　一彦さん(74) 佐藤　健男さん(85)
鹿　央
千　田　闊岡　はなさん(85) 有働　嘉徳さん(85)

江藤ヨシエさん(96) 松村　　剛さん(94)
上田　三七さん(83)

米野岳　村田　文博さん(60) 竹原　公雄さん(82)
山田　隆信さん(70) 吉田　弘子さん(74)
古川ミコトさん(103)

山　内　野寺　綾子さん(86)

　國次さん(82)

高田　美子さん(54)

　さん(90)    藤本　則之さん(83)


